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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第29期

当第３四半期
連結累計期間

第29期
当第３四半期
連結会計期間

第28期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 26,160,109 8,779,530 36,378,642

経常利益 (千円) 1,042,114 318,764 1,828,820

四半期(当期)純利益 (千円) 334,719 11,708 1,029,001

純資産額 (千円) ― 10,075,508 10,229,939

総資産額 (千円) ― 29,910,643 30,150,071

１株当たり純資産額 (円) ― 242.03 245.73

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 8.04 0.28 25.36

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 33.7 33.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 266,692 ― 3,063,151

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △795,282 ― △945,676

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,315,714 ― △1,142,603

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 6,342,938 5,555,813

従業員数 (名) ― 526 578

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

　　おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

EDINET提出書類

共立印刷株式会社(E00746)

四半期報告書

 2/24



２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 526

(注)　従業員数は就業人員(常用パートを含んでおりません。)であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 479

(注)　従業員数は就業人員(常用パートを含んでおりません。)であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を製品種類別に示すと、次のとおりであります。
　

製品種類 生産高(千円)

　商業印刷 6,516,112

　出版印刷 2,252,710

合計 8,768,822

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を製品種類別に示すと、次のとおりであります。
　

製品種類 受注高(千円) 受注残高(千円)

　商業印刷 6,580,6221,787,827

　出版印刷 2,143,018 292,872

合計 8,723,6412,080,699

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を製品種類別に示すと、次のとおりであります。
　

製品種類 販売高(千円)

　商業印刷 6,499,254

　出版印刷 2,246,718

　その他 33,558

合計 8,779,530

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

株式会社マルハン 1,197,744 13.6

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会
社）が判断したものであります。
　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融・経済危機が深まり輸出産業のみな

らず国内産業の景況感が急速に減退しております。

　印刷業界におきましては、消費低迷による広告費の削減や出版業界の環境が厳しさを増すなかで大変厳

しい経営環境が続いております。当社グループはこのような環境下ではありますが、印刷機の入れ替えに

伴い印刷・製本工場の再編を行うと共に、市況を見据えて徹底した原価管理を行い、更には資金確保にも

留意し収益の確保と安定経営に努めております。

(売上高)

当第３四半期連結会計期間の売上高は前年同期間比８億４百万円（8.4％）減少し、87億７千９百万
円となりました。
商業印刷につきましては、流通チラシの受注部数の増加などはありましたものの、旅行関係など各種
カタログの受注量が減少したことにより前年同期間比３億３千９百万円（5.0％）減少し、64億９千９
百万円となりました。
出版印刷につきましては、出版市況の冷え込みと共に、求人情報誌やタウン情報誌などフリーペー
パーの受注減少により前年同期間比４億６千７百万円（17.2％）減少し、22億４千６百万円となりま
した。

(営業利益)

売上高の減少が主な減益要因ではありますが、用紙等の原材料費が高止まりしていることなどの原
価増もあり前年同期間比２億８千２百万円（45.3％）減少し、３億４千万円となりました。

(経常利益)

支払利息の減少や営業外収益の増加など増益要因はありましたものの前年同期間比２億４千４百万
円（43.4％）減少し、３億１千８百万円となりました。

(四半期純利益)

工場再編に伴う固定資産除却損や金融資本市場の混乱による投資有価証券評価損の影響により前年
同期間比３億２百万円（96.3％）減少し、１千１百万円となりました。

　

なお、前年同四半期増減額及び増減率は参考として記載しており、四半期レビューの対象となってい
ない数値等に基づいて記載しております。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.8％増加し、140億円となりました。これは、現金及び預金が
７億８千７百万円増加、受取手形及び売掛金が４億９千３百万円減少したことなどによります。
固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.9％減少し、159億１千万円となりました。これは、機械装置
及び運搬具が減少したことになどによります。
　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて0.8％減少し、299億１千万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて11.0％減少し、126億５千６百万円となりました。これは、支
払手形及び買掛金が14億７百万円、１年内償還予定の社債が２億７千万円それぞれ減少したことなど
によります。
固定負債は、前連結会計年度末に比べて26.0％増加し、71億７千８百万円となりました。これは、長期
借入金が16億１千３百万円増加したことなどによります。
この結果、負債合計は、198億３千５百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.5％減少し、100億７千５百万円となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、63億４千２百万円となりました。これ
は、営業活動におけるキャッシュ・フローが0.5百万円の使用、投資活動によるキャッシュ・フローが
１億３千２百万円の使用、財務活動によるキャッシュ・フローが19億２千４百万円の獲得となったこ
とによるものであります。
当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は、次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は、0.5百万円(前年同期間比６億６千８百万円の減少)となりました。
これは、税金等調整前四半期純利益の計上、減価償却の実施、仕入債務の増加等があったものの、売上債
権の増加等があったことによるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、１億３千２百万円(前年同期間比５億４千５百万円の増加)となり
ました。これは、主に有形固定資産の取得等によるものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果獲得した資金は、19億２千４百万円(前年同期間比15億３千６百万円の増加)となり
ました。これは、借入金の増加等によるものです。
なお、前年同四半期増減額は参考として記載しており、四半期レビューの対象となっていない数値等
に基づいて記載しております。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変
更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境は、景気の減退が続く中、消費の低迷に伴う企業の広告費削減や受注

競争激化による単価の下落が続くなど依然厳しい経営環境が続いております。

当社グループといたしましては、このような状況を踏まえて、生産体制や工程管理の更なる改善を進

め、徹底した原価管理・品質管理を行うことにより収益力の回復に努めております。　　　　　　　　　　
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 130,720,000

計 130,720,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,630,00041,630,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であり
ます。

計 41,630,00041,630,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　
　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　
　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

― 41,630 ― 2,511,350― 2,505,480

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

41,629,100
416,291 ―

単元未満株式
 普通株式

900
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 41,630,000― ―

総株主の議決権 ― 416,291 ―

　

　

② 【自己株式等】

　　該当事項はありません。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 293 299 298 291 287 276 250 180 171

最低(円) 278 278 283 280 251 230 139 140 138

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方

法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)の四半期連結財務諸表について、三優監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,342,938 5,555,813

受取手形及び売掛金 ※2
 6,220,414

※2
 6,713,425

製品 156,203 168,123

仕掛品 206,709 266,482

原材料及び貯蔵品 446,176 303,603

その他 630,526 752,326

貸倒引当金 △2,916 △3,007

流動資産合計 14,000,053 13,756,767

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 10,476,850 10,136,732

減価償却累計額 ※1
 △4,208,117

※1
 △3,950,753

建物及び構築物（純額） 6,268,732 6,185,978

機械装置及び運搬具 10,964,865 13,910,754

減価償却累計額 ※1
 △8,420,774

※1
 △10,900,107

機械装置及び運搬具（純額） 2,544,090 3,010,646

土地 5,169,492 5,168,744

その他（純額） ※1
 124,120

※1
 103,190

有形固定資産合計 14,106,436 14,468,561

無形固定資産 66,549 77,992

投資その他の資産

その他 1,737,739 1,859,665

貸倒引当金 △135 △12,915

投資その他の資産合計 1,737,603 1,846,749

固定資産合計 15,910,589 16,393,303

資産合計 29,910,643 30,150,071

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,575,602 8,983,237

短期借入金 725,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 2,827,050 2,736,940

1年内償還予定の社債 100,000 370,000

未払法人税等 42,412 450,627

賞与引当金 86,291 201,651

その他 ※2
 1,300,413

※2
 1,329,239

流動負債合計 12,656,770 14,221,696

固定負債

長期借入金 6,541,750 4,928,000

退職給付引当金 515,377 507,831

その他 121,238 262,604

固定負債合計 7,178,365 5,698,436

負債合計 19,835,135 19,920,132

純資産の部

株主資本

資本金 2,511,350 2,511,350

資本剰余金 2,505,480 2,505,480

利益剰余金 4,965,489 5,130,329

株主資本合計 9,982,319 10,147,159
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評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 93,188 82,779

評価・換算差額等合計 93,188 82,779

純資産合計 10,075,508 10,229,939

負債純資産合計 29,910,643 30,150,071
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 26,160,109

売上原価 22,936,994

売上総利益 3,223,115

販売費及び一般管理費

給料及び手当 472,708

賞与引当金繰入額 31,032

退職給付費用 7,718

運賃 572,599

その他 980,976

販売費及び一般管理費合計 2,065,034

営業利益 1,158,080

営業外収益

受取利息 1,661

受取配当金 20,548

産業立地交付金 33,525

その他 8,039

営業外収益合計 63,775

営業外費用

支払利息 145,179

その他 34,561

営業外費用合計 179,741

経常利益 1,042,114

特別利益

貸倒引当金戻入額 91

特別利益合計 91

特別損失

固定資産売却損 114,343

固定資産除却損 108,134

投資有価証券評価損 197,085

その他 7,707

特別損失合計 427,270

税金等調整前四半期純利益 614,934

法人税等 280,215

四半期純利益 334,719
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 8,779,530

売上原価 7,768,073

売上総利益 1,011,456

販売費及び一般管理費

給料及び手当 157,888

賞与引当金繰入額 31,032

退職給付費用 2,710

運賃 184,381

その他 294,985

販売費及び一般管理費合計 670,998

営業利益 340,458

営業外収益

受取利息 93

受取配当金 8,627

産業立地交付金 22,292

その他 4,545

営業外収益合計 35,558

営業外費用

支払利息 47,972

その他 9,279

営業外費用合計 57,252

経常利益 318,764

特別損失

固定資産売却損 114,343

固定資産除却損 6,641

投資有価証券評価損 156,939

特別損失合計 277,924

税金等調整前四半期純利益 40,840

法人税等 29,132

四半期純利益 11,708
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 614,934

減価償却費 845,817

売上債権の増減額（△は増加） 582,163

たな卸資産の増減額（△は増加） △70,880

仕入債務の増減額（△は減少） △1,407,634

その他 522,815

小計 1,087,216

法人税等の支払額 △698,573

その他の支出 △121,950

営業活動によるキャッシュ・フロー 266,692

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △708,464

有形固定資産の売却による収入 20,000

無形固定資産の取得による支出 △15,168

投資有価証券の取得による支出 △100,199

貸付金の回収による収入 336

保険積立金の積立による支出 △24

その他 8,238

投資活動によるキャッシュ・フロー △795,282

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 575,000

長期借入れによる収入 3,800,000

長期借入金の返済による支出 △2,096,140

配当金の支払額 △492,663

長期設備支払手形の支払いによる支出 △58,486

長期設備未払金の支払いによる支出 △141,995

社債の償還による支出 △270,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,315,714

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 787,124

現金及び現金同等物の期首残高 5,555,813

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,342,938
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月

５日　企業会計基準第９号）を適用しております。

　なお、この変更による第３四半期連結累計期間に係る

損益への影響は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　実地棚卸の省略

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ましては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法

によっております。

２　退職給付引当金

期首に算定した年間の退職給付費用及び数理計算上

の差異につきましては、期間按分した額を四半期会計

期間に計上しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　税金費用の計算

税金につきましては、当第３四半期連結会計期間を

含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して

おります。
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【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

物流部門は、販売活動業務としての性格が強く、従

来、販売費及び一般管理費として処理しておりました

が、物流管理の業務効率を高めるため、物流管理を工場

内で行うこととなり、生産活動業務としての性格が強

くなりました。そのため、第１四半期連結会計期間より

物流部門は工場管理本部の一部門に組織変更いたしま

した。これを契機に費用は、製造原価として処理するこ

とにいたしました。

これに伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３

四半期連結累計期間において、売上総利益が100,964千

円少なく計上されておりますが、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額　 12,925,979千円※１ 有形固定資産の減価償却累計額　 15,129,765千円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日に決済が行われたものとして処理し

ております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

受取手形 41,390千円

流動負債その他
（設備支払手形）

7,930千円

―――――

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

　　記載すべき事項はありません。

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

　　記載すべき事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 6,342,938千円

現金及び現金同等物 6,342,938千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 41,630,000

　

２　自己株式に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年５月９日
取締役会

普通株式 利益剰余金 291,410 7 平成20年３月31日 平成20年６月30日

平成20年10月28日
取締役会

普通株式 利益剰余金 208,150 5 平成20年９月30日 平成20年12月８日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行って

おりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動

が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末に比べて著しい変動が認

められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度末に比べて著しい変動が認

められないため、記載しておりません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

　

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

印刷事業の売上高、営業利益の金額が、全セグメントの売上高及び営業利益の金額の合計額に占める

割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

印刷事業の売上高、営業利益の金額が、全セグメントの売上高及び営業利益の金額の合計額に占める

割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高が存在しないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高が存在しないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 242.03円 １株当たり純資産額 245.73円

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 8.04円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―

１株当たり四半期純利益金額 0.28円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―

　

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

    ２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 334,719 11,708

普通株式に係る四半期純利益(千円) 334,719 11,708

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 41,630 41,630

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

第29期(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年10月28日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に

対し、次のとおり決議いたしました。

　

① 配当金の総額 208,150千円

② １株当たりの金額 ５円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年12月8日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

共立印刷株式会社

取締役会　御中

　

三優監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　杉田　　　純　　　印

　

業務執行社員 公認会計士　　海藤　　丈二　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている共立

印刷株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、共立印刷株式会社及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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